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圧力センサ及び遠隔圧力検出
システム
遠隔医療に触診を導入し、医療アクセスを向上する

本件は指先に装着して患者に触診を施術し、その触診データを物理的
に離れた医療者と共有可能にするよう構成された圧力センサおよびそのセ
ンサを含むシステムに関する。従来、遠隔医療の分野では、患者の診断に
触診は積極的に活用されてこなかった。コロナ禍のような感染症が流行し
ている状況においては、対面診断が必要な患者がなかなか医療に繋がり
にくい状況もあり、遠隔医療のさらなる改善が求められていた。
発明者らは、触診のためのデバイス技術とともに、触覚情報を定量化し
遠隔で再現する方法を開発した。また、5Gを介した信号伝送に必要な触
覚情報を高精細な映像と統合する技術を確立し、遠隔での「視覚と触
覚」の統合を可能にした。センサで取得された送信側の医師の触覚情報
は各ビデオフレームに埋め込まれ、動画と完全同期するとともに空間に紐づ
けられ受信側へ転送される。その結果、ビデオは触覚情報を含むコンテンツ
として機能する。

概要

 遠隔診療
 触診によるセルフケア
 触覚情報を含んだコンテンツの活用（電子カルテ・教育）
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圧力計測

応用例 関連文献

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

圧力センサを用いて、物理圧子にて圧力分布を
計測。アスカー硬度FPパフの弁別も可能[1] 。

圧力センサの装着例と遠隔触診[2]。
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